
ＣＤＭＡ高速データ携帯無線通信システムの高度化の概要

マルチキャリア化による伝送速度の向上

下り：最大3.1Mbps

上り：最大1.8Mbps

マルチキャリア化による周波数利用効率の向上

従来の端末

マルチキャリア
対応の端末

マルチキャリア対応の基地局
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同時に2キャリアが利用可能となることで、
空きスロットへのデータ収容効率が高まる。
→利用者のデータスループット向上
→利用者収容数増加

従来、利用者Aは一方のキャリアのみ利用。
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2キャリアの例

A ：その他利用者のスロット：利用者Aのスロット ⇒周波数利用効率の向上

伝送速度が
最大約５倍

下り：最大14.7Mbps

上り：最大5.5Mbps
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